






















































































1 2 2 　2ﾑx100駕0・95712 5 172 82．30
2 8 10 4．78 13 12 184 88．04
3 17 27 12．92 王4 7 191 9王．39
4 26 53 25．36 王5 1 192 9L87
5 3王 84 40．19 16 7 199 、95．22
6 22 106 50．72 17 1 2GO 95．69
7 17 王23 58．85 18 2 202 96．65
8 16 139 66．51 19 3 205 98．09
9 10 149 71．29 23 ? 206 98．56
10 157 75．12 24 3 2G9 100．OG













































































































































作　　　品 高瀬舟 寒山捨得 城の騎にて 焚　　火
総文数 126 130 209 211












変動係数 0．30 0．30 0．32 0．35
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　グラフで○印のついている点は，梱関係数が危険率5％で有意になっている
点である。したがって，○印の点は相関があると考えられる。「焚火」では遅れ
1と37で，「城の崎にて」では遅れ12と29で，「寒山捨得」では遅れ16でそれ
ぞれ梱関がありそうである。しかし相関係数が±0．15から±0．20位の値をと
り，有意点ぎりぎりであるため，周期があったとしてもはっきりしたものでは
ないだろう。
§6　今後の問題点
　今まで述べてきたことは，僅か四編の作品についてであった。今後，より多
くの作品についてデータを蓄積する必要がある。その為に解決せねぽならない
いくつかの間題があるので，それを以下に列記する。
　　　　　　　　　　　　　　　一　138　一
　i）単位としては飼が適当か。作業上の問題も含めて考えねぽならない。
　ii）対話部分の扱いをどうするか。
iii）系列相関係数を計算する際　もとの文長の系列が定常（s鱗ionary）（1”　｝
　　　であるからか疑わしい。
　これらの問題をふまえて，今後多くのデータを検討すれぽ，§3に記した変勤
係数も作品の分類に役立つであろう。
　また，コレPtグラムについても，多量にデータがあれぽ，型による分類の可
能性もより明確になるであろう。
　これらについては，今後の調査，硯究に負うところが大きい。
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